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【上海総合指数と人民元】 

底堅い景気を背景に中国株、人民元はしっかり 

 中国国家統計局は14日、主要経済指標を発表

しました。1～7月の固定資産投資は前年同期比

＋8.3％と、1～6月（同＋8.6％）から伸び率

が鈍化しました。不動産開発投資の減速などが要

因です。 

 不動産開発投資（1～7月）は同＋7.9％とな

り、1～6月（同＋8.5％）から伸び率が鈍化し

ました。引き締め気味の金融政策の効果が出てい

ると考えられます。 

固定資産投資の伸び鈍化 
不動産開発投資等が減速 

 7月の鉱工業生産は前年同月比＋6.4％と、6月

（同＋7.6％）から伸び率が減速しました。また、

7月の小売売上高も前年同月比+10.4％と、

6月（同＋11.0％）から減速しました。 

 14日発表された主要経済指標は、いずれも市場

予想を下回り、総じて減速の動きが示されました。

中国景気は年後半にかけ緩やかに鈍化するものの、

政府目標（6.5%程度）を上回ると見られます。 

生産や小売の伸び鈍化 
総じて緩やかな減速の動き 

最近の指標から見る中国経済（2017年8月） 

 中国の代表的な株価指数の上海総合指数は8月初に年初来高値を更新しましたが、その後利益確定売

りや地政学リスクを嫌気した売りに押されて反落しました。ただ、引き続き景気が底堅いことに加え、米MSCI

が新興国株指数への組み入れを決めたことで国内外の投資資金を呼び込む流れは続く見込みで、中国株

式市場は堅調さを取り戻すと見られます。為替市場では、人民元の対米ドル相場が上昇し、約1年ぶりの

高値を付けました。主要通貨に対するドル安の進行や海外への資本流出懸念の一服が対ドルでの人民元

高につながっており、当面しっかりとした動きが見込まれます。 

底堅い景気を背景に中国株や人民元はしっかり 

【固定資産投資と不動産開発投資】 

（注）データは2015年4月～2017年7月、年初来累計の前年同期比。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（注1）データは2015年1月1日～2017年8月11日。 
（注2）人民元は逆目盛。 
（出所） Bloomberg L. P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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